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≪金融円滑化に向けた取り組みについて≫ 

 

千葉興業銀行（以下、当行という。）は、「地域とともに」「お客さまのために」「親切

の心で」の企業理念のもと、金融機能の提供を通じて地域の皆さまのお役に立つことが

使命であるとの考えに基づき、従来より地域への円滑な資金供給やお客さまの経営支援

等の地域密着型金融に積極的に取り組んでまいりました。 

今後も、地域金融機関としての業務の健全かつ適切な運営の確保に配慮しつつ、お客

さまの事業活動の円滑な遂行及びこれを通じた雇用の安定並びに生活の安定を期し、も

って地域社会の更なる発展と地域経済活性化に貢献することを目的として、地域におけ

る金融の円滑化に対し、従来以上に積極的に取り組んでまいります。 

 

≪「中小企業者等に対する金融の円滑化を図るための臨時措置に関する法律」

を踏まえた対応措置等の概要について≫ 

 

●「金融円滑化に関する基本方針」 

１．基本方針 

２．取組み方針 

●「金融円滑化に係る態勢整備」 

●「借入れ条件の変更等の申込みに対する対応状況を適切に把握するための体制整備の 

概要」 

●「住宅資金の借入れ条件の変更等の申込みに対する対応状況を適切に把握するための 

体制の概要」 

●「借入れ条件の変更等に係る苦情相談を適切に行うための体制の概要」 

●「中小企業者の事業についての改善又は再生のための支援を適切に行うための体制の 

概要」 

 

≪「中小企業者等に対する金融の円滑化を図るための臨時措置に関する法律」

に基づく「貸付けの条件変更等の実施状況」について≫ 

 

●「貸付けの条件の変更等の申込みを受けた貸付債権の額」（中小企業者向け） 

●「貸付けの条件の変更等の申込みを受けた貸付債権の数」（中小企業者向け） 

●「貸付けの条件の変更等の申込みを受けた貸付債権の額」（住宅資金借入者） 

●「貸付けの条件の変更等の申込みを受けた貸付債権の数」（住宅資金借入者） 
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「金融円滑化に関する基本方針」 

 

 千葉興業銀行（以下、当行という。）は、「地域とともに」「お客さまのために」「親

切の心で」の企業理念のもと、金融機能の提供を通じて地域の皆さまのお役に立つこと

が使命であるとの考えに基づき、従来より地域への円滑な資金供給やお客さまの経営支

援等の地域密着型金融に積極的に取組んでまいりました。最近の経済金融情勢及び雇用

環境の下における地域の中小企業者及び住宅ローンご利用のお客さまのお借入の返済

に係る負担の状況をかんがみ、地域金融機関としての業務の健全かつ適切な運営の確保

に配慮しつつ、お客さまの事業活動の円滑な遂行及びこれを通じた雇用の安定並びに生

活の安定を期し、もって地域社会の更なる発展と地域経済活性化に貢献することを目的

とし、「金融円滑化に関する基本方針」を制定しました。 

 今後、頭取を委員長とする横断的な組織である「金融円滑化推進委員会」および各営

業店に配置しました「金融円滑化責任者」を中心として、地域における金融の円滑化へ

の取組みを全行あげて強化してまいります。 

 

１．基本方針 

 

（１）ご相談・お申し込みに対する対応 

  ① お客さまからの新規のお借入れ、借入れ条件の変更等のご相談・お申込みに対

しては、真摯に対応するとともにお客さまの事業の状況やご事情を考慮し、で

きる限り、柔軟な対応に努めてまいります。 

  ② お借入の返済に支障を生じており、又は生ずるおそれのあるお客さまからの借

入れ条件の変更等のご相談を受けた場合には、お客さまの事業についての改善、

又は、再生の可能性その他の状況を勘案しつつ、ご相談に真摯に対応し、でき

る限り、借入れ条件の変更等を行うよう努めてまいります。 

 

（２）十分なご説明の実施 

① お取引内容、借入れ条件について、お客さまにご納得いただけるよう、十分な

説明をおこなうよう努めてまいります。 

② お申込みにお答えできない場合は、これまでの取引関係等を踏まえ、その理由

について、お客さまにご納得いただけるよう、可能な限り迅速かつ丁寧に、十

分な説明をおこなうよう努めてまいります。 

（３）適切な審査の実施 

お客さまが借入れ条件の変更等をしたことがある、返済が滞っているというよう

な形式的な事象にとらわれることなく、お客さまの実情をきめ細かく把握するよ

う、適切な審査に努めてまいります。 
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（４）金融円滑化に関するご意見・苦情への対応 

   新規のお借入れやご返済条件の変更等に関するご要望およびご意見に対しては、

真摯な対応を行うとともに迅速かつ適切な対応に努めてまいります。 

    

（５）目利き能力の向上 

形式的、表面的ではなく、お客さまの現在おかれている実際の状態をきめ細かく

把握し、適切な判断をおこなうため、行内研修などにより、行員の目利き能力向

上に努めてまいります。 

 

（６）リレーションシップの発揮 

お借入の返済に係る負担の軽減に資する措置をとった後も、お客さまとのリレー

ションシップを大切にし、継続的なご相談受付、経営相談・経営指導等を行うよ

う努めてまいります。 

 

 金融円滑化推進委員会は、この基本方針を各営業店の「金融円滑化責任者」を通じ営

業店に周知するとともに、必要に応じてその見直しをおこなってまいります。 

 

２．取組み方針 

 

（１）中小企業者のお客さまへの取組み方針 

① 中小企業者のお客さまからの借入れ条件の変更等のお申込みがあった場合に

は、お客さまの事業についての改善、または、再生の可能性等を十分に検討し、

きめ細かくご相談に応じてまいります。 

② 中小企業者のお客さまからのご要望がある場合には、積極的に経営改善計画書

の策定・実践を支援してまいります。また、継続的に、中小企業者のお客さま

の経営改善計画の進捗状況を確認・検証し、経営改善計画の見直しを助言、支

援するなど、当行のコンサルティング機能を発揮し、きめ細かな対応をおこな

ってまいります。 

③ お客さまが当行以外の金融機関からもお借入れされている場合には、お客さま

から同意をいただいた上で、守秘義務に留意しつつ、当該他の金融機関と緊密

な連携を図ってまいります。 

④ 企業再生支援機構、事業再生ＡＤＲ解決事業者、中小企業再生支援協議会など

の外部機関と連携し、様々な再生手法の中から最適な再生手法を活用し、中小

企業のお客さまの再生に取り組んでまいります。 

⑤ 経営改善相談に対応するための実践的な行内研修をおこない、お客さまからの

ご相談に対応できるよう、人材の育成に努めてまいります。 
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（２）住宅ローンをご利用中のお客さまへの取組み方針 

① 住宅ローンをご利用されているお客さまからの借入れ条件の変更等のご相

談・お申込みがあった場合には、お客さまの財産の状況および収入の状況を十

分に勘案し、きめ細かくご相談に応じてまいります。 

② お客さまが当行以外の金融機関からもお借入れをされている場合、または、住

宅金融支援機構等とのお取引がある場合には、お客さまから同意をいただいた

上で、守秘義務に留意しつつ、他の金融機関、住宅支援機構等との緊密な連携

を図ってまいります。 

 

 

 

以上 
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「金融円滑化に係る態勢整備」 

 

１．金融円滑化推進委員会の設置  

当行では、平成２１年１２月１日に金融円滑化に向けた取組み強化を目的として、頭

取を委員長とした「金融円滑化推進委員会」を設置いたしました。取締役会等は「金

融円滑化推進委員会」から金融円滑化への取り組み状況の報告を受け、金融円滑化へ

の取り組みが十分であるかを点検し、必要に応じて、「金融円滑化推進委員会」を通

じて、全行に向けて改善を指示させる態勢と致します。 

２．金融円滑化『ご返済相談窓口』の設置 

 お客さまからのご返済に関するご相談等にお応えするため、全営業店に「ご返済相談

窓口」を設置致しました。 

３．金融円滑化管理責任者の設置 

 審査部担当役員を金融円滑化管理責任者に任命し、金融円滑化管理態勢の整備・確立

に向けた方針の検討、取引先企業に対する経営相談・経営指導及び経営改善に向けた

取組み、能力向上を積極的に支援する方針の検討を行ってまいります。 

４．金融円滑化責任者の設置 

 お客さまからのご相談等の把握・管理・推進することを目的とするため、全営業店に

「金融円滑化責任者」を任命し設置致しました。 
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「借入れ条件の変更等の申込みに対する対応状況を適切に把握するための体制の概要」 

 

１．当行は、借入れの条件の変更等のお申込みがあった場合は、適切な記録・保存を行

ってまいります。 

２．各営業店の「金融円滑化責任者」は、お客さまからのご相談・借入れ条件の変更

等のお申込みおよびその具体的な対応状況について進捗管理を行い、担当者に適

切な指示や指導を行ってまいります。 

３．各営業店の「金融円滑化責任者」は、お客さまからの借入れ条件の変更等のお申込

み、応諾、謝絶および検討の進捗状況を定期的に取りまとめ、営業店長に報告した

上で、金融円滑化推進委員会事務局に報告致します。 

４．金融円滑化推進委員会事務局は、各営業店から報告を取りまとめ、定期的に「金融

円滑化推進委員会」を通じて、取締役会等に報告致します。 

５．取締役会等は報告の内容を検証し、必要に応じて、体制の見直し等を含め、「金融

円滑化推進委員会」に指導する体制と致します。 

 
 

 
 
 
 
 
 



 7

「住宅資金の借入れ条件の変更等の申込みに対する対応状況を適切に把握する

ための体制の概要」 

 

１．当行は、借入れの条件の変更等のお申込みがあった場合は、適切な記録・保存を行

ってまいります。 

２．各営業店およびちば興銀カードサービス㈱の「金融円滑化責任者」は、お客さまか

らのご相談・借入れ条件の変更等のお申込みおよびその具体的な対応状況について

進捗管理を行い、担当者に適切な指示や指導を行ってまいります。 

３．各営業店およびちば興銀カードサービス㈱の「金融円滑化責任者」は、お客さまか

らの借入れ条件の変更等のお申込み、応諾、謝絶および検討の進捗状況を定期的に

取りまとめ、営業店長等に報告した上で、「金融円滑化推進委員会事務局」に報告

致します。 

４．「金融円滑化推進委員会事務局」は、各営業店から報告を取りまとめ、定期的に「金

融円滑化推進委員会」を通じて、取締役会等に報告致します。 

５．取締役会等は報告の内容を検証し、必要に応じて、体制の見直し等を含め、「金融

円滑化推進委員会」に指示する体制と致します。 
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「借入れ条件の変更等に係る苦情相談を適切に行うための体制の概要」 

 

１．各営業店に配置しました「金融円滑化責任者」は、借入れ条件の変更等に係るお客

さまからの苦情相談に対応してまいります。また、中小企業者や個人事業主のお取

引先および住宅ローンをご利用中のお客さまからのお借入条件等の変更に関する

「苦情」をお受けする電話窓口『金融円滑化苦情相談窓口』（フリーダイヤル 0120

－262－026）を設置しております。 

２．各営業店の担当者・役職者は、お客さまからの借入れ条件の変更等に係る苦情相談

を受付けた場合は、その内容を記録し、各営業店の「金融円滑化責任者」及び営業

店長を通じて、お客さまサービス部へ報告致します。 

３．「金融円滑化推進委員会」は、お客さまサービス部から借入れ条件の変更等に係る

お客さまからの苦情相談の状況について定期的に報告を受け、関連各部と協力して

問題の解決に努めるとともに、各営業店の営業店長及び「金融円滑化責任者」を通

じ営業店を指導・監督致します。 

４．「金融円滑化推進委員会」は、苦情相談の分析、再発防止策の検討をおこない、苦

情相談の状況とともに取締役会等に報告致します。 

５．取締役会等は、「金融円滑化推進委員会」からの報告を受け、必要に応じて、金融

円滑化推進委員会に体制の見直し等を指示する体制と致します。 
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「中小企業者の事業についての改善又は再生のための支援を適切に行うための

体制の概要」 

 

１．各営業店の行員は、中小企業・個人事業主のお客様に対し、親切な良き相談相手と

して、収益力と財務内容の改善のため、経営改善計画の策定を支援してまいります。

また、審査部企業支援室に、経営改善・事業再生等の専門知識もった行員を配置し、

各営業店が適切な経営改善計画策定支援ができるようサポートしてまいります。 

２．策定された経営改善計画については、各営業店と本部が一体となり継続的に計画の

進捗状況を把握し、経営改善計画の修正についての助言と指導に努める等コンサル

ティング機能を発揮してまいります。 

３．各営業店現場の行員が、適切な経営改善計画の策定支援とお客様に対するアドバイ

スができるように、行内研修会等を実施し行員の能力向上に努めてまいります。 

４．お客様の同意のもと、経営改善計画策定支援と経営改善支援のため他金融機関との

連携強化に努めてまいります。 

５．中小企業再生支援協議会、事業再生ＡＤＲ解決事業者、企業再生支援機構等と連携

し、様々な再生手法の中から最適な再生手法を活用し、中小企業のお客様の事業再

生に取組んでまいります。 

６．審査部企業支援室は、経営改善支援の活動状況について、定期的に金融円滑化推進

委員会等を通じて取締役会等に報告を行います。 

７．取締役会等は、報告内容を検証し、必要に応じて支援体制の見直しを金融円滑化推

進委員会等に指示してまいります。 

 
 



貸付けの条件の変更等の申込みを受けた貸付債権の額

〔債務者が中小企業者である場合〕

平成21年
12月末

平成22年
3月末

平成22年
6月末

平成22年
9月末

平成22年
12月末

平成23年
3月末

平成23年
6月末

平成23年
9月末

平成23年
12月末

平成24年
3月末

13,072 29,150 51,421 71,085 96,101 120,840 147,315 171,751 195,931 222,793

3,985 20,481 37,309 56,811 78,202 105,825 132,519 154,196 172,493 200,672

5 3,893 4,436 6,664 6,842 6,905 7,287 9,220 9,460 9,517

8,998 4,219 8,880 5,745 8,549 5,292 3,737 4,151 9,429 7,260

82 555 794 1,863 2,506 2,818 3,771 4,183 4,548 5,342

541 5,924 11,126 18,149 25,090 34,273 42,826 51,439 58,238 66,720

2 500 754 1,064 1,084 1,113 1,456 1,794 1,901 1,915

平成21年
12月末

平成22年
3月末

平成22年
6月末

平成22年
9月末

平成22年
12月末

平成23年
3月末

平成23年
6月末

平成23年
9月末

平成23年
12月末

平成24年
3月末

5 20 21 85 219 236 446 2,145 2,193 2,203

貸付けの条件の変更等の申込みを受けた貸付債権の数

〔債務者が中小企業者である場合〕

平成21年
12月末

平成22年
3月末

平成22年
6月末

平成22年
9月末

平成22年
12月末

平成23年
3月末

平成23年
6月末

平成23年
9月末

平成23年
12月末

平成24年
3月末

310 932 1,734 2,517 3,360 4,225 5,161 6,112 6,969 7,967

67 641 1,253 2,064 2,830 3,702 4,610 5,561 6,295 7,240

2 47 83 110 117 122 145 183 198 203

240 219 346 252 295 264 226 161 253 274

1 25 52 91 118 137 180 207 223 250

24 372 732 1,202 1,646 2,205 2,738 3,305 3,751 4,294

1 26 49 63 64 67 86 111 121 125

平成21年
12月末

平成22年
3月末

平成22年
6月末

平成22年
9月末

平成22年
12月末

平成23年
3月末

平成23年
6月末

平成23年
9月末

平成23年
12月末

平成24年
3月末

2 8 9 15 18 20 29 56 61 64

（単位：件）

貸付けの条件の変更等の申込みを受けた
貸付債権の数

貸付けの条件の変更等の申込みを受けた
貸付債権の額

うち、謝絶に係る貸付債権の額(注)

うち、実行に係る貸付債権の額

うち、審査中の貸付債権の額

うち、実行に係る貸付債権の数

うち、謝絶に係る貸付債権の数(注)

(注）平成24年3月末時点の謝絶に係る貸付債権の数については、申込み後3ヶ月を経過したみなし謝絶139件（うち89件については平成24年3月末まで
に実行済み）が含まれております。

※ご参考：みなし謝絶を除いた「謝絶に係る貸付債権の数」

うち、謝絶に係る貸付債権の数

うち、取下げに係る貸付債権の数

貸付けの条件の変更等の申込みを
受けた貸付債権の額

うち、謝絶に係る貸付債権の額

うち、信用保証協会等による債務の保証
を受けていた貸付債権のうち実行に係る
貸付債権の数

うち、信用保証協会等による債務の保証
を受けていた貸付債権のうち謝絶に係る
貸付債権の数

貸付けの条件の変更等の申込みを
受けた貸付債権の数

うち、審査中の貸付債権の数

（単位：百万円）

（単位：件）

うち、取下げに係る貸付債権の額

うち、信用保証協会等による債務の保証
を受けていた貸付債権のうち実行に係る
貸付債権の額

うち、信用保証協会等による債務の保証
を受けていた貸付債権のうち謝絶に係る
貸付債権の額

(注）平成24年3月末時点の謝絶に係る貸付債権の額については、申込み後3ヶ月を経過したみなし謝絶7,314百万円（うち4,723百万円については平成
24年3月末までに実行済み）が含まれております。

（単位：百万円）※ご参考：みなし謝絶を除いた「謝絶に係る貸付債権の額」
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貸付けの条件の変更等の申込みを受けた貸付債権の額

〔住宅資金借入者〕

平成21年
12月末

平成22年
3月末

平成22年
6月末

平成22年
9月末

平成22年
12月末

平成23年
3月末

平成23年
6月末

平成23年
9月末

平成23年
12月末

平成24年
3月末

855 3,907 6,061 8,008 9,796 11,284 13,357 15,180 16,742 17,801

39 2,107 3,627 5,372 6,756 7,964 9,261 11,516 12,614 13,765

13 277 762 1,178 1,360 1,498 1,543 1,643 1,669 1,855

755 1,170 918 515 628 590 1,094 437 788 341

46 351 752 942 1,051 1,231 1,458 1,583 1,669 1,838

平成21年
12月末

平成22年
3月末

平成22年
6月末

平成22年
9月末

平成22年
12月末

平成23年
3月末

平成23年
6月末

平成23年
9月末

平成23年
12月末

平成24年
3月末

0 83 83 150 181 181 181 181 181 209

貸付けの条件の変更等の申込みを受けた貸付債権の数

〔住宅資金借入者〕

平成21年
12月末

平成22年
3月末

平成22年
6月末

平成22年
9月末

平成22年
12月末

平成23年
3月末

平成23年
6月末

平成23年
9月末

平成23年
12月末

平成24年
3月末

59 260 426 567 682 791 945 1,080 1,189 1,275

3 140 254 381 468 557 651 814 896 989

1 22 55 85 96 107 110 118 121 134

53 76 66 34 42 40 78 31 50 21

2 22 51 67 76 87 106 117 122 131

平成21年
12月末

平成22年
3月末

平成22年
6月末

平成22年
9月末

平成22年
12月末

平成23年
3月末

平成23年
6月末

平成23年
9月末

平成23年
12月末

平成24年
3月末

0 8 8 13 15 15 15 15 15 17うち、謝絶に係る貸付債権の数

（単位：件）

うち、取下げに係る貸付債権の数

うち、審査中の貸付債権の数

貸付けの条件の変更等の申込みを
受けた貸付債権の数

うち、実行に係る貸付債権の数

(注）平成24年3月末時点の謝絶に係る貸付債権の数については、申込み後3ヶ月を経過したみなし謝絶117件（うち51件については平成24年3月末ま
でに実行済み）が含まれております。

（単位：百万円）

貸付けの条件の変更等の申込みを
受けた貸付債権の額

うち、謝絶に係る貸付債権の額

うち、取下げに係る貸付債権の額

貸付けの条件の変更等の申込みを受け
た貸付債権の額

(注）平成24年3月末時点の謝絶に係る貸付債権の額については、申込み後3ヶ月を経過したみなし謝絶1,646百万円（うち708百万円については平成
24年3月末までに実行済み）が含まれております。

うち、実行に係る貸付債権の額

うち、謝絶に係る貸付債権の額(注)

うち、審査中の貸付債権の額

※ご参考：みなし謝絶を除いた「謝絶に係る貸付債権の額」                                                                   （単位：百万円）

（単位：件）※ご参考：みなし謝絶を除いた「謝絶に係る貸付債権の数」

うち、謝絶に係る貸付債権の数(注)

貸付けの条件の変更等の申込みを受け
た貸付債権の数
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